
 

 

◇年会費（会員になった日から１年間） 

 正会員 ４千円 

 サポート会員 ２千円 

◇以下の口座に振込んでください。 

・郵便振替口座 

 00990-8-147255 京都市民測定所 

・ゆうちょ銀行 

 14440-6770961 京都市民測定所 

 （他銀行からの場合） 

店名 四四八 店番 448 

普通預金 0677096 京都市民測定所 

京都測定所をいつもご支援いただき、スタッ

フ一同感謝しております。 

しかし、今後も引き続き測定所の運営を続け

ていけるかどうかは、現状のままでは大変厳し

く、みなさまからの会費と測定依頼に頼るしか

ありません。 

会員の継続（年会費納入）を、心からお願い

申し上げます。 

なお、右記の口座に年会費を振り込んでいた

だいた方には、後日新しい会員証をお送りいた

します。よろしくお願いいたします。 

会員のみなさまへのお願い会員のみなさまへのお願い会員のみなさまへのお願い会員のみなさまへのお願い 

 

京都・市民放射能測定所 事務局 

〒612-0066 京都市伏見区桃山羽柴長吉中町55-1 

コーポ桃山105号部屋 

TEL/FAX 075-622-9870 

E-mail：shimin_sokutei＠yahoo.co.jp 

http://nukecheck.namaste.jp/  http://crmskyoto.exblog.jp/ 

 
 

【資料閲覧のおすすめ】 

 丹波橋測定室では、福島県の新聞の記事を 

スクラップしています。 

 放射能関連の書籍や映像等も閲覧できます

ので、ぜひご利用ください。 

★毎月１回開催しています。次回は、 

 ４月２２日（日）１５時～１６時３０分 

 場所は丹波橋測定室です。関心のある方 

 の参加、大歓迎です。 

 

    測定所全体ミーティング測定所全体ミーティング測定所全体ミーティング測定所全体ミーティング    

－Ｐ６－ 

２月１８日『トリチウム勉強会』の報告 

 福島第一原発事故で大量に発生した汚染水。それが溜まりに溜まって、タンクの山を築いています。 

それを「処理」したから海に捨てようと、「原子力規制委員会」が強力に推進しています。その汚染

水には、処理不可能な「トリチウム」という怖い、恐ろしい放射性核種が入っています。 

 ２月１８日、渡辺悦司さん（政治経済学・経済史学会会員）に講師をお願いし、トリチウムとは何

か、その危険性、健康被害の実態について勉強会を開きました。 

 渡辺さんからはトリチウムの害として、ＤＮＡ・遺伝情報の破壊（修復が困難な複雑な損傷の危険）

について説明がありました。そして、トリチウムは水素と性質が変わらないため、自然界を巡回して

汚染を広げ、食品にも含まれていき、広範囲な被害をもたらしていくことが、よくわかりました。 

マウスの実験例では、トリチウム水による白血病発症率の上昇が認められたというお話と、玄海原発

による白血病死亡率上昇の実例のお話を聞き、怖さが実感できました。 

 そして、原発運転中は日常的に気体・液体トリチウムが無制限に放出されていること、停止中は燃

料交換の作業時に一気に大量のトリチウムが放出されるという点で、原発の存在そのものが許される

べきではないと認識を新たにしました。（Ｓ） 

（勉強会資料は、当測定所ホームページの『論文書庫』に掲載中です。ぜひ見てください。） 


